
皆さんこんにちは、宗
像市郷土文化交流課の白
木と申します。田熊石畑
遺跡を発掘した張本人で
すので、ここでは遺跡の
報告をさせていただきま
す。どうぞよろしくお願
いいたします。

これは、宗像市の釣川
流域、宗像市域を一望に
しております航空写真で
す。田熊石畑遺跡は釣川
の中流域にあります。宗
像市役所、裁判所、宗像
高校といった宗像の中心
施設のある所にある遺跡
です。



衛星写真で北部九州を
俯瞰したものですが、こ
ういった位置関係です。
赤い点線が見えますが、
これは玄界灘と響灘の境
です。宗像は、西も東も
両方見渡すような所にあ
ります。



付近には、弥生時代の
遺跡がいろいろございま
す。弥生時代のごく初期
の遺跡が北部九州の他の
地域に劣らず分布してい
ますが、そのなかでも有
力な遺跡が釣川沿いに集
中していることが分かり
ます。冨地原付近、それ
から田久ですね。この田
久松ヶ浦遺跡は、弥生時
代初期の朝鮮半島系の墓
が見つかっているところ
です。



この辺が宗像高校で校
舎の下も遺跡です。ここ
にも環濠集落という、吉
野ヶ里遺跡などで見られ
るような環濠集落があり、
それから、この大井三倉
遺跡で、ここも一つ重要
な弥生時代の遺跡です。
そして、この田熊石畑遺
跡があります。



忘れてはならないのは、
後の古墳時代になります
けれども、東郷高塚古墳。

4世紀後半ですので、
ちょうど沖ノ島祭祀が始
まるころ、内陸部に現れ
る全長64ｍの前方後円墳、
それが日の里団地の中に
公園として、まあ当時は、
もう古墳とかどうでもい
いような時代だったので
すけれども、奇跡的に公
園として保存されており
ます。それから、東郷小
学校なども遺跡です。

ですから、学校とかあ
る場所なんていうのは、
やはりちょっと高台に
なっていまして、人々が
暮らすには良い場所だっ
たということでございま
す。



この黄色いのが、いわ
ゆる台地ですね。小高く
なっている所に遺跡があ
るというのが分かるかと
思います。これが宗像高
校、田熊、東郷小学校も
こういう地形だったので
す。



そもそもこの遺跡の発
見ですけれども、昭和8年
にさかのぼります。第2次
大戦前にこの地に宗像高
等女学校がありました。
宗像高等学校の前身です。

ひょっとしたら、卒業
生の方がいらっしゃるか
もしれませんけれども、
この宗像高等女学校に田
中幸夫先生という方が赴
任されました。当時30代
の考古学に詳しい田中先
生が、ここに遺跡がある
というのを発見されてお
ります。



戦後女学校は移転して
宗像高校になり、この地
は中央中学校に引き継が
れ、その中央中も移転し
たあとは更地のままでし
た。そこに、開発の話が
ありましたのが平成20年。

それで発掘調査が始ま
り、私もこういう仕事を
しても、なかなかお目に
かかれないような遺跡の
発見につながるわけでご
ざいます。



遺跡の内容はと言いま
すと、旧3号線側には環濠
が1つ見つかっております。
そして、推定船着場がこ
の辺だろうと考えていま
す。すぐ横に釣川の支流
の1つ松本川という小川が
流れていて、ここを介し
た水運というのを考えて
います。

それから、時代は降り、
弥生の掘立柱建物以外に
古墳時代、6世紀の終わり
くらいの大規模な倉庫群
も出てきます。



ですから、東郷高塚古
墳の存在も相まって、や
はり弥生時代から古墳時
代にかけての長期間、宗
像にとって大事な場所だ
というのが分かります。

他には、竪穴住居が数
棟ありますが、注目され
るのは何と言ってもこの
端にある区画墓です。墳
丘墓とも言いますけれど
も、墳丘まで見つかって
いませんので区画墓とし
ていますが、こういった
有力者の墓域が見つかっ
ています。



これは環濠です。溝が
北と南に、ちょっと途切
れている箇所があり、こ
れは、わざと溝を掘り残
した陸橋になります。そ
して、推定船着場と考え
ているのがこの辺。黒い
所はまだ掘れまして、入
江のようになっています。

しかも、その入江に面
して、この環濠の南出入
口が向いているというこ
とから、水運で運ばれた
物資が検収を受けて、こ
ういった環濠の中に運ば
れたのかというのも一つ
考えているところです。



この入り江の包含層か
ら漁撈具や朝鮮半島系の
土器なども出ております。
こういったのは土錘（ど
すい）と言って網のおも
りですね。今でも海辺に
行くと、こういう形のお
もりが転がっていること
がありますが、網はその
ままではゆらゆら揺れて
しまうので、その下に付
ける重りです。



先ほどの古墳時代の掘
立柱倉庫群が、北の群と
南の群と2群に分かれます。
この真ん中が、意味のあ
る空間、つまり、荷物が
こう運ばれてきたら、ま
ず、荷解きをしたり、中
身の検査をしたりしてそ
れぞれの倉庫に運ばれる。
そういった役割の広場が
どうしても必要です。そ
れがこの辺になるのでは
ないかと考えております。



これは竪穴住居。やは
り学校建設などでかなり
削られて、なかなか全体
が分かりませんけれども、
こういう柱の跡から竪穴
住居が同時期には2棟くら
いあっただろうと考えて
おります。



これが問題の区画墓で
す。お墓が、タテ・ヨコ
にきちんと規格的に規則
正しく並んでおり、この
外側にはお墓が見つかっ
ていないということから、
ちょうどお墓の方形の区
画の北東隅を検出してい
るのだろうと考えており
ます。



これが図ですけれども、
1号墓というのを中心主体、
これが銅戈、銅剣、計5点
ということです。一番、
今のところ大量に青銅器
を持っているのがこのお
墓です。それから、2号墓
がその次で4本、4号墓で
は3本、まあ、通常の発掘
の中でこんなに青銅器が
出土するなんてことは、
誰も想像もしておりませ
んでしたので、我々は青
銅器まつりとか言って、
頭がくらくらするような
感じのなか、懸命に青銅
器の調査をしていました。
結果的には、15本という
ことになりました。



やはり区画墓の隅の部
分は、1点ずつといったと
ころで、中心に近いほど
数を多く持っているとい
うようなことが分かるか
と思います。



これが1号墓ですね。お
墓は木棺です。丸太を半
裁して中をくり抜き、そ
こに死者を葬るというよ
うなタイプの木棺です。
ですから、北部九州でよ
く出土している甕棺とい
うのは、実は宗像には分
布しないというのがひと
つ大きな特徴です。



これは、そのアップで
すね。頭がこの辺ですの
で、切先を足元に向けて
銅剣や銅戈が備えられて
います。



これはヒスイ製の垂飾
という装身具です。頭部
につける髪飾りだと思い
ます。



これも青銅器の出土状
況ですね。大人と共に、
子どもの骨も一緒に葬ら
れているケースもありま
した。



これもそうですね。半
分ちょっと、お隣の敷地
に入っておりますけれど
も、こんな形で検出して
おります。頭の上に、銅
戈という武器が置かれて
います。



これは、全部を合わせ
た15点の集合写真でござ
います。これは、剣、矛、
戈という3種類の青銅器、
それから、ヒスイ製勾
玉・垂飾や碧玉製管玉、
装身具。合わせてこれは
全部、つい最近、国の重
要文化財に指定されまし
た。宗像市所有の重要文
化財というのは、実は初
めてです。

「宗像に国宝とかいっ
ぱいあるんじゃない
の？」と言われますが、
国宝8万点の沖ノ島辺津宮
祭祀遺跡出土品などは宗
像大社の所有であり、本
市にとっては初の重要文
化財となりました。



こういった青銅器がど
んな所から出るかという
と、やはり田熊石畑遺跡
を中心としたエリア、田
熊中尾、釣川遺跡、東郷
高塚、久原、まさにここ
ですね。ここにも大きな
弥生の遺跡がありますか
ら、ここが弥生の中心地
であると、あらためて田
熊石畑遺跡の出現で思い
至るわけです。このほか、
内陸部の朝町竹重遺跡、
それから沿岸部にも青銅
器を出土する遺跡があり
ます。そして、忘れては
ならないのは、沖ノ島か
らも細型銅矛が出ている
ことです。



さて、田熊石畑遺跡の特
徴を見ますと、一つは田
熊の土器類は、中期前半
の須玖Ⅰ式が中心で、福
岡平野などの土器に近い
様相ですが、遠賀川より
東側、日本海側の影響を
受けたタイプの土器も出
土しているということ。
それから、外来系では瀬
戸内のものもありますし、
朝鮮系の土器などもある
ということ。そして、青
銅器についても、中枢圏
（福岡市近郊・奴国）に
次いで、かなりの数の銅
矛が出土しているという
こと、また、銅戈を大変
重要視した埋葬をしてい
るということです。



玉類も、やはり全体と
して東日本系の管玉が多
く、北陸の西部の要素が
強いのです。どうも東の
関係が強い。また、ヒス
イも良質ですけれども、
よく分からない物もあり
ます。類例がないのです
ね。同じ形がない。その
中で、採集品の中にきわ
めて透明度の高いヒスイ
の破片がありました。



これは、貝輪など装身
具の研究で著名な木下尚
子先生という方がいらっ
しゃいますけれども、土
井ヶ浜遺跡に似ているの
があると聞き、それで、
早速報告書を繰ってみま
すと、223号人骨と一緒に
出土したものに写真の上
ではそっくり。下は土
井ヶ浜遺跡出土品の写真、
上が田熊石畑遺跡のもの
で、報告書に田熊石畑遺
跡採集品を乗せて写真を
撮っておりますけれども、
どうやらこれもまた一つ、
日本海沿岸部との関わり
をうかがわせる例と考え
られます。



そういったところを考
えるなかで、土笛という
ものに注目したいと思っ
ています。土笛、陶塤
（とうけん）とも申しま
すけれども、これはなぜ
か日本海沿岸部ばかりか
ら出る。そして、その分
布圏の西端が宗像地域で
す。関門地域とか、出雲、
鳥取、それから丹後半島
の一部に集中しており、
不思議な出方をしていま
す。これは一つ単なる楽
器というよりも、政治的
な器物ではないかという
考えもあり、これもまた
対馬海流を介した日本海
沿岸部とのつながりの深
さをうかがうことができ
ます。



宗像市光岡長尾（みつ
おかながお）遺跡から1点
出土していましたが、最
新事例としては福津市香
葉（かば）遺跡から出土
しましたが、これはもう、
宗像より西側地域では出
てはいけないと固く思っ
ていましたが、福津市は
宗像地域なので大丈夫で
す。個人的に甕棺墓文化
圏には原則土笛は分布し
ないと考えています。



つまり、土笛の分布と
真逆を示すのが、甕棺と
いうお墓の形態です。
ちょうど、古賀市の辺に
分布の境がございます。
甕棺の見つかった馬渡・
束ケ浦遺跡がこの辺で、
青柳川という小河川近辺
でどうも分かれる。ここ
から東は木棺・土壙墓、
西は甕棺墓文化圏という
ことです。



そんな中で、この弥生
のクニの推定図の宗像地
域に赤い線を入れていま
すが、田熊石畑遺跡とい
う存在から、ひとつ宗像
でもこういった国を考え
ていいのではないか、と
いう推定で示しておりま
す。弥生時代のクニグニ
はそれぞれに大きな遺跡
を持っております。宇木
汲田遺跡、桜馬場遺跡、
吉野ケ里遺跡、吉武高木
遺跡、三雲遺跡など著名
な遺跡があります。では、
宗像は、というところで、
この田熊石畑遺跡となる
わけです。



最も保守的な儀礼であ
る墓制が違うということ
から、奴国や伊都国とは
ちょっと文化が違うので
はないかなと思います。
ただ、青銅器文化の影響
は受けていて、威信財、
宝物としての青銅器は大
変好んでいます。どうも、
それを東方に伝える役割
があったのかどうかなど、
後の先生方のお話で出る
かと思います。私として
も響灘以東の人たちとの
政治的な結束があるので
はないか、といったこと
も一つの仮説として考え
ています。



さて、この田熊石畑遺
跡の説明は以上でござい
ますが、遺跡は今、歴史
公園として整備しており
まして、ここを活動の場
とする「田熊石畑遺跡村
づくりの会」というサ
ポート団体がございます。
今日も、受付、会場案内
をお願いしていますが、
ここの遺跡は手づくりで
歴史公園をつくろうじゃ
ないかというところに特
徴がございます。



復元遺構がぽんとあっ
て、ただ見るだけではな
くて、自らの手でいろい
ろ、例えばベンチ一つも、
みんなで作ってみても楽
しいのではないかと考え
ています。花園もありま
すので、市民歴史農園、
あるいは花園など、多様
に使いたいと思います。
ぜひ、賛同される方はお
仲間になってもらえれば
と思っているところです。

御清聴ありがとうござ
いました。


